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論文審査の要旨 

 

Helicobacter pylori、特に cagA 遺伝子陽性株への感染は胃がんのリスクを高めること

が知られている。本研究は、奈良県内の胃がん罹患率が高い地域の住民と生活環境にお

ける H. pylori の蔓延実態を明らかにし、感染源を検討することを目的とした。対象地域

において、2017 年 12 月～2019 年 12 月までの期間に健康な住民 90 名（0～91 歳までの

男性 44 名・女性 46 名）の便検体、ならびに環境検体 73 検体（生活用水 29 検体、生野

菜 30 検体、ペットや野生動物の糞便 14 検体）を採取した。これら 163 検体から H. pylori

の培養、各種遺伝子検索、および質問紙調査を実施した。遺伝子解析により住民の便 90

検体中、18 検体（20%）から glmM 遺伝子が、うち 6 検体から cagA 遺伝子が検出され

た。質問紙調査の結果、イヌとの接触と glmM 遺伝子陽性間に有意な関連が見られた。

また、cagA 遺伝子陽性株への感染と除菌後の H. pylori 再陽性判定との関連が疑われた。 

本研究は住民を対象にH. pyloriを検索した初めての報告である。イヌとの接触とH. pylori

への感染、さらには cagA 遺伝子陽性株への感染と除菌後の H. pylori 再陽性判定との関

連が疑われた。 

公聴会においては、奈良県南部における H. pylori の検出状況、病原遺伝子の保有状

況、考えられる感染源について、分かりやすく説明した。また、cagA 遺伝子陽性と治療

歴との関連、奈良県南部で胃癌の多い理由などの質問に対して、cagA 遺伝子が薬剤耐性

に関与する可能性、野生動物との接触による感染機会の増大によるため、などと適切か

つ的確に回答した。以上より、本研究は今後の H. pylori 感染予防に新しい知見を与えら

れると思われ、博士課程の学位論文としてふさわしいものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに微生物学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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